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T掴-12型 雄 途 式 遠 隔 測 定 装 置

福 井 通 夫* 滝 田 武 夫** 井 沢 尊 生***

The Carrier Telemetering Set of Nagasaki-Substation,

Tohoku Electric Power Company

By Michio Fukui,Totsuka Works,

Takeo Takita,Kokubu Branch Works of HitachiWorks

and SonseiIzawa,Taga Works,Hitachi,IJtd.

Abstraet

It goeswithoutsaying thattherationalmanagementofthelarge electricpower

$yStem requiresthe constant hold on electricaland mechanicalconditions of the

station from thelocaldispatching place.

For this purpose the telephone system has been widely used but the recent

developmentsintheelectricpowersystemhasmadeit advisabletouse atelemetering

･Set Which enables us to get a directmeter reading or recording atthe dispatching

place.

Hitachi,Ltd.,backedupbyyearsofexperienceandinvestigation,ismanufacturing

CXCellent telemetering sets.

Recently Hitachi's type TM-120ne Channelcarriertelemeteringsetsweresupplied

toNagasakiS.S.of theTohoknElectricPower Company･

Andthus,byusingthis set,the power quantities of the transmissionline of the

NagasakiS.S.canbeindicated70km away fromit･

The details of the sets are herein described.

今回東北 力株式会社長崎変電所､中央給電指令所問

〔Ⅰ〕緒 言

力薫統を合理的に運営するためには､その系統の中

ヰ区を成す給 指令所若しくは親発変電所に於て､電力潮

流状態及び各種の電気的機械的諸量を常に把握すること

が必要である｡従来これは主として によってい

たが､系統が複雑化するに従い指令所の計音別こ直接指示

乃至記録せしむる手段が採用されるようになって来た｡

即ち遠隔測定装置がこれである｡

日立製作所に放ては長期に亘る試作研究を基とし幾多

の改良を重ね信頼度の高い保守の容易な装置を製作する

ことに努力を傾倒し各方面の需要に応じて菜た｡

*

日立製作所戸塚工場
**

日立製作所日立国分分工場
***

日立製作所多賀工場

のTM-12聖職送式遠隔測定装置が完成し好成績裡に

転に入った｡

本装置は長崎変 所の水ケ滞60,000V送電線

力を､既設の通信線を利用して約70Ⅰくm

電指令所に指示せしめるものである｡

以下本 置に就き説明することゝする｡

電々

った中央袷

〔ⅠⅠ〕装置の動作原理

第1図(次頁参照)はTⅣト12型衝流式遠隔測定装置

の送受量部の原理を示す｡左端は送量断続器であってそ

の円板ほ供給される 気量と一 謹上 係を以て回転する｡

この回転円板に多数のスリットを設け円板の上下にそれ

ぞれ光源ランプと光 管を配置する｡光源ランプの光は

円仮の回転に従いスリットを通じ光 管に照射する｡然
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Schematic Diagram ofImpulse Type Telemeter

るときほ真空管γ1を介してネオン管∧仏1の端子電圧

は低下し放電を停止する｡又これと反対に円板が回転し

の照射がなくなればネオン管は放電を開始

して放 々流言∬上1が流れる｡つまり衝流才〝nの断続周

波数i･ま測定量と一定関係を有することになり､この衝流

により搬送装置を制御し適当なレベルで搬送出力を躁路

に送り込む

受量側に放ては到達した信号電流を復

を再現する｡即ち信号

して再び衝流

流は真空管叛,坑により増幅

され整合変圧器71,r2を経て整流器尺Cに入り復

れて衝流に還元される｡次で蓄

取出され有極継

器C3により交流分が

器fⅥのコイルを励磁する｡

今継電器接点Aが開成されると苔

れその時指云計を流れる電気量ほ電

と CIEである｡次の 間にぞ尺の

化し接点βが閉ぢると蓄

は放

器Clが充

電圧を g とする

凌-か向方の流

器C2が充電され苔

する｡この時指示計を流れる

器=Cl

気量はC2月であ

る｡今衝流周波数を′とすれば指示計を流れる電流′は

次式で表わされる｡

′=′(CIE十C2E)

故にCl=C2=Cに選べば

′=2′CE となる｡.

即ち蓄電器の容量及び

流れる

圧が一定ならば指元計に

流は衝流周波数に比例する｡従って指示計は直

流のミリアンメ←タとし衝流周波数に比例Lた目盛を施

せばよい.こ

〔ⅠⅠⅠ〕電力 送 量 器

束十小
阻

∧
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一策 置用電力送量詰の動作説明図である｡

図より明かな如く､速量器の回転円板は3枚から成り

最上部の円既には周辺に沿ってスリットを設けてある｡

光源ランプからの光

って断続されて光

はレンズにより版数され円板によ

管に照射し衝流出力となる｡一方こ

の円板は定逆回転要素により測定量に 係なく常に一定
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Fig.2.Schematic Diagram of Transmitter

の回転トルクを与えられている｡他の2枚の円板は三相

積算電力計と全く同じ作用をなすものである｡従って回

転円板は双方のトルクの和によって回転速度が変化し､

それに応じた周波数の衝流出力が得られる｡この周波数

は5～30c/Sに選定されている｡本装置の測定

ほ-15～十30九iWであるから

力範囲

力零の場合の衝流周波

数が-r一定回転数､即ち13･3c/sになるような回転力を与

えておく｡且測定電力が負の場合には回転速度が減少し

て-15MWに於て衝流周波数が5c/sになり､測定電

力が正の場合には回転速度が増大して+30九生Wに放て

衝流周波数が 30c/s になるよう

〔ⅠⅤ〕受

整されている｡

装 置

(1)受童変換回路

本装置の受量変換回路にほ日立2301-Hl有極 電器

が使用されている｡これほ数次に亘る改良研究の結果完

成を見たものであってその仕様は最低感動

以下､最大 流10mAである｡

流0.5mA

この継電器は一度何れかの接点を開成すれば逆の励磁

電流が流れる迄はたとえ になっても閉成を保持
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算3図

Fig.3.

2301Hl継 電 器

Type2301HIRelay

するので､励磁電流の大きさや波形が多少変化しても指

示誤差にならない｡叉木装置をこ使用される衝撃周波数は

最大30c/sであるが､この範囲では継 器接点のチ1･

ッタリングほ全然なく､従って指示誤差を生じない｡倍

継電器接点 流は尖或値で十数mAであるから接点が

火花により消]発することほ少く､このため接点の手入や

再 整ほ数千時間に1回程度でよい｡

2301-Hl石垣継電器の外観を第3図iこ示す｡

受量回路に就いてほこⅠⅠ]に於て述べた通りであるが､

この回路に於て 源電圧の変軌･ま直ちに指示計の誤差と

なるので鉄共振望竃電圧装置と定

這 圧を得るよう考慮してある｡

(2)指 示 計

第4図は本 置用S24塾指示計を示す｡

管を用い常に

指示計ほ保守の便を考えて2箇用い､り-11箇を受量架
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第5図

Fig.5.

回 路 梼 成 及

第4図 S24型 指 示 計

Fig.4.Type S24Indicator

取付とし他の1箇は指令盤に取付けてある｡

指示計目盛板には周波数目盛を施して､別に設置され

た信号発信器により商用周波数を模擬衝流として受量器

に加え受量側単独で装置の較正を行うことが出来るよう

になっている｡

〔Ⅴ〕伝 送 部

(1)構成及び機能

伝送部ほ回路構成及びレベル図〔第5図)に示すように

旨旨盤､送信増幅器盤､両線路濾波器盤､受信増幅器

盤､復調器盤から構成され､その機能は

示す如く発振器から送出される搬送周波

器から印加される衝流を以て変

伝送しこれを受量

し､交流分ほ継

図波形説明に

変換

し､高周波衝流として

筐復調器盤に於て検波し衝流に還元

流として受量変換器盤に導入

され､直流分は餞還して自動利得調整を行うものである｡

(2)回 路
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Carrier Current Telemetering Set
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未装置に使用している伝送回路中主要なる部分は次の

如くである｡

1.変調回路

変調方式ほ金属変調器を用いたリング変調方式であ

り､発振器より送出された搬送周波

変 器で短絡され､衝流印加時のみ変

流ほ常時は金属

器に生ずる不

乎衝状態により次段増幅回路に伝送されるもので､取

出される波形ほ搬送波電流を衝流を以って変調した波

形である｡

2.送信増幅回路

送信増幅回路は通信管CZr501rDl本､CZ-50:トD

1未を用いた高周波

出 力

利得調整範閉

である｡

3･線路濾波器

線路 渡器は音声

力増幅器であり

標準+12db

貴大+17db

35db

流と搬送周波電流とを分離する

ものであり､送量装置及び受量装置に各箇設置されて

いる｡

本濾波器の絶縁耐力は下記の如くである.｡

端子接地間 A.C.3,500V lmin

4.受信増幅回路

受信増幅器ほ送信増幅器と同形のものを使消してい

るが､使用線路損失に適合させるため10dt)の滅衰器

を附属せしめてある｡

5.復調回路

復調回路は高周波増幅器､金属 流器を使用せる検

波器より成り､復調器盤に実装されている｡

高周波衝流は増幅された後検波され､衝流に還元す

る｡その場 洩搬送波ほ

波衝流が取出される｡

更に直列蓄

磁

器により除去され低周

掛こより交流分のみ取出され継 器励

流として受量変換器に送出される｡励磁に不要な

直流分は餞還され､増幅器入力例分･庄器の一素子をな

すサーミスタ←の加 流として利用され､自動利得

調整に使用される｡自動利得調整装置は線路損失の変

動を圧縮して継電器励磁 流の変動範囲を狭める目的

を以て設けられたもので､その特性は第`図自動利得

調整圧縮特性にて表わされるように線路損失変動±10

dbを出力レベル変動+1･4db,-2･6db以内に圧縮

している｡

送量装置及び受量装置の外観を第7図に示す｡

〔ⅤⅠ〕性 能

本装置は工場に於て厳密な試験が行われたがその結果
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Fig.6.

自 動利得調整圧縮特性
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第7図

Fig.7.

Of the Rece‡ving

測定装置

Type TM-12CarrierTelemeterSet

l.eft:Transmitter Right:Receiver

は次に示す如く満足すべきものであった｡

(1)綜合誤差試駿

(a)標準状態(

(b)

源電圧200V,

に於ける指示誤差

定格値の0～十0･9%

50c/s

圧180～220V,電源周波数45-50c/s

の範囲に於ける指示誤差

定格値の-0.1～+2･0%

(a)全目盛範囲で線路損失20諸dbに対し異状
を認めず｡

(b)線路損失を20±10dbの間1db/secで変化

しても異状を認めず〔
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(3)指針の

2･2秒以内

(4)指針の振動

1./10目盛に放て1mm以内

(5)雑音の影響

S/N=5dbで動作安定

(6)周波数安定度(基

電源

周波数3,655c/s)

圧変動±10%,周囲温度変化20±150Cの

変化に対し±0.5c/s

･(7)出力安定度

上記状態で二土1dl)

(8)送信出力レベル

+10dt)

最大 十15db

本装置ほ昭和28年2月に現地据付を完了し

に運転している｡

発送

〔ⅤⅠⅠ〕

系統に於ける

結 盲

775

力運営の合圭酎ヒの見地から､遠

隔測迂装置ほ益々広く開いられる傾向にあるが､日立製

作所に於てほ従来数多くこの

の問幾多貴重な体験を重ね

装置を製作して た｡こ

の質的向上に真剣な努力

を傾倒して今日に到った｡本稿に述べた東北電力株式会

社長崎変 則定装置ほその性能が 秀で御需要

家の期待に十分副い得たものと信ずる′｡

終りに臨み本装置の製作に当り御指導御批三重を賜った

東北電力株式会社の各位に深甚なる謝意を

ある｡
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極 超 短 波

この発明ほ､従来から知られている所謂速度変調管と

多少構造的に似たところがあるが､その性質､作用並び

に効果を全く異にするものである｡即ちその要旨とする

ところは､陰極とそれに対向して配置された滅

の間にそれぞれ両極と電気的iこ結合され､且加速

発生する如く､加速電極を配置し､これ等

垣電

場を

体と

なって極超短波振動を発生する空洞共振器を形成するよ

うにしたものである｡このようにすると

される 子は､空洞の電位及び高周波

陰極より放射

界によって決定

され､時間的に電子密度が異なるものとなる｡従って空

洞の間隙､即ち陰極と減速電極との距離を､過当に選定

し､この間を 子が走行する間に､空洞の高周波 界の

極性が変るようにする｡例えば､今空洞の減速電極側が

正となっているとすると､陰極から放射される

時間的に最大密度となり､ 子が減

子は､

極の前面に

達するまでに､高周波電界の極性が変っているために減

速を受け､勢力を空洞に与える｡減速電極の電位を選定

すればこの 子を反復使用することができ､又空洞の滅

琶

沢 田 艮

子 管

嘉･北 川 賢 司

通電極側が員の場合にほ陰極から放射される電子は最小

密度となり､空洞の共振持続忙何等悪影響を与えないの

である｡この発明の

いているために､

子管は上述のような原理にもとづ

距隙間の洞空に特 ロち陰臨と 速電

極との距離が､最も重要な共振持続のための構成要素と

なる｡本発明ほ上述のようにしたために､極めて能率よ

く且強力な極超短波発振を得ることができる｡〔薄 田)
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直 流 機 の 萬 制 動 板

帯銅線 切勇断械の案内装置

鍋 傾 倒 装 置

電縫管用回転変圧器支持装置

巻 上 機 の 非 常 兼副 制動椒

斜坑用底開式スキッブの扉開放防止装置

括 取 舵 接 着 装 置

二回転印刷機のインキ送出装置

ガ イ ド ロ ー ラ ← 調 整 装 置

冷 蔵 庫

管 ヰr ±･■窟過 網 固 定 装 置

二 段 圧 縮 タ ← ボ ブ ロ ア ←

扇 風 機 用 保

型 扇

風

基掃風枠

横

磯

機

ホ真イ スト の巻過ぎ防止装置

基 掃 除:機 の 排 盛 装 置

電 気 扇 風

扇 風 機 用
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計

離 擬

粁 支 持 装 置

離 横

付充電発電機

電 圧 発 電 機

塾 磁 石

式フ ュ ー ズ函

装 置

性 抵 抗 体

性 抵 抗 体

性 抵 抗 体

日立工場

笠戸工場

笠戸工場

笠戸工場
日立工場

亀有工場

亀有工場

川崎工場
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